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共進会だより

第 90回広島県畜産共進会へ向け審査進む
■広島市酪共進会（9/9, 広島市こども村）
　1 部首席にこども村出品牛、2 部は事前の巡回審査により首席に栗
原徹氏の出品牛が決まり、グランドチャンピオンには 2 部栗原徹氏の
出品牛が決定した。当日、こども村で野外活動教育をされていた広島
市立八幡東小学校の児童も見学され、綺麗な牛の姿に興味津々であっ
た。（写真上）

■佐伯地区共進会（9/19、 ( 株 ) チチヤス）
　30 回目の節目となった「第 30 回佐伯地区畜産共進会」では、これを
記念して同共進会名を刻印したボールペンが出品者や関係機関へ配ら
れた。17 頭の出品があり、審査結果は、1 部で木村耕一氏、2 部で植
田明義氏、3 部で久保峰夫氏の出品牛がチャンピオンに選ばれ、グラ
ンドチャンピオンには 2 部植田明義氏の出品牛が輝いた。広島県畜産
共進会へは 2 部植田氏・木村氏、3 部久保氏の 3 頭が決定した。

（写真下）

■福山地方酪農畜産共進会（9/19、福山倉庫）
　福山地方酪農畜産共進会が開催され 23 名が参加。事前に巡回審査が行われ、1 区 7 頭、2 区 8 頭の出品の内、
1 区淵上増廣氏の出品牛が広島県畜産共進会への出品が決定した。
　また 3 区経産牛の部、福山地方酪農協議会が独自に設けた 4 区プロダクションの部では、それぞれに山本芳
紀氏の出品牛が優秀賞に選ばれた。
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　広島県牛乳普及協会（会長　岩竹重城）は、牛乳
や乳製品、牧場や牛などを描くことで児童の関心
を深めることを目的に、牛乳ポスターを募集し、
第 21 回児童牛乳ポスターコンクール審査会を開
催した。
　広島県内の小学生が描いた牛乳・乳製品に関わ

る力作 85 点の応募があり、新川貞之氏（元県立美術館副館長）を審査委員長
とする審査員らが褒賞作品 30 点を選出した。
　最優秀賞には黒野坪  恒くん（庄原市立庄原小学校）の作品が選ばれ、佳作
を含めて 30 点を選んだ。作品は平成 27 年 2 月 2 日（月）~13 日（金）までの
間、広島県庁 2 階県民ギャラリーへ展示予定であり、佳作を除いた 12 作品は、
毎月発刊の「らくのうだより」の広島県牛乳普及協会の提供コーナーへ掲載
し紹介する。多数のご応募ありがとうございました。

牛乳普及協会の窓

第 21回広島県児童牛乳ポスターコンクール審査会
9/29、メルパルク広島

「牛乳ポスター 85 点」応募

最優秀賞・黒
く ろ の つ ぼ

野坪  恒
わ た る

くん

第 21 回　広島県児童牛乳ポスターコンクール入賞者の皆さん  （敬称略）
褒　　賞　　名 学年 氏名 学　　校　　名

広島県牛乳普及協会会長賞（最優秀賞） 5 黒野坪　　恒 庄原市立庄原小学校

広島県牛乳普及協会会長賞

1 河原　　佑舞 呉市立白岳小学校
6 石川　　樹里 呉市立白岳小学校
6 平田　紗友里 広島市立牛田新町小学校
2 森房　　大輔 呉市立白岳小学校
6 西中　　愛美 庄原市立口北小学校

広島県酪農業協同組合長賞
1 森永　　葉月 庄原市立口北小学校
5 天野　　那菜 広島市立牛田新町小学校
3 寺畠　　朋花 広島市立牛田新町小学校

広島県乳業協会会長賞 4 浅枝　　　凜 三次市立川西小学校
全国酪農業協同組合連合会大阪支所長賞 2 宮本　　琴春 広島市立牛田新町小学校
広島県酪農協会会長賞 6 伊賀　　陸斗 安芸太田町津浪小学校

広島県牛乳普及協会
（佳　　　　作）

1 齋藤　　大悟 庄原市立庄原小学校
1 木場　　裕紀 庄原市立永末小学校
1 宮本　　悠陽 広島市立牛田新町小学校
1 野田　　羅王 安芸太田町津浪小学校
2 久保　　憩生 庄原市立永末小学校
2 橋本　　礼奈 庄原市立庄原小学校
2 中井　陽々気 庄原市立峰田小学校
3 榎本　　羽菜 呉市立白岳小学校
3 宮地　琉ノ介 広島市立牛田新町小学校
3 斉藤　　直希 広島市立牛田新町小学校
3 吉田　　花衣 広島市立牛田新町小学校
3 伊藤　　美里 庄原市立美古登小学校
4 亀石　　菜々 庄原市立庄原小学校
5 松島　　愛里 庄原市立口北小学校
5 寺畠　　綾乃 広島市立牛田新町小学校
5 熊谷　　優花 庄原市立口北小学校
6 瀬戸中　裕貴 広島市立牛田新町小学校
6 片岡　　琴鈴 呉市立白岳小学校


